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調味料の食品への浸止にmi る研祀く第^報）iくヽヽろ.いか切身を^珀^
ｙ食塩^（こ浦攬レrこ場か肖愚友のや響

仮象か子豪胆短尺　o高田修代　A癩ゑヽ子　湊芦耕s.

　目的　先に報皆しr; Xうr-, さt= み，i:ぐろ。,りヽ７どの凩類を醤油に浸痕I xこ^かと

同■皮の食塩糾-浸潰レu場をとて･は, 試料の重量，氷分含ヽtヤ食塩合量にえがあ') , ぞ

り;i-lJ これら肉類で■ iJ共通しにものTヽあっに。同類は一定温度I-ヽタンパ7 贅の変性が起こ

るむ，ら，生り肉類を凌潰しr;場かと7 高這祀ある，ヽは一皮剖〕熟しT:肉i 疲潰しrこ場きと

てヽ■iJ 差・り じるものと1ヽわれる。そこひ，か回(J30～<?0tのえ膚域でヽ温度り変化にJ る奮

異乏検討しr:。

　業風　冷凍まぐう及ひ■-t; り:" ? い≫り帰凍し, まぐろ(3. λ。角に切り,その5個% 用ら

むらさ芦いヵ｀ほiヽfec・再ド切'), ぞのl5iR I f

5O'≫iに所定温友でヽ涙虐レ，漫漫#1後の試料t:ついて重-i-，^≪分合量, 食連含量，窒素鳶分

の定量町

i rこ, 全変素め｡定量はキエjしずっレ汲ぱI り行-, f:。

　紬果　まくヽ｀ろ，いめ切身を醤油及び｀それと同豪茂の^塩ねこつi7r:場か，害い愚霞てヽヽ硬

覆すると試料H量a鳶少しrこ。例之ば，いi,｀切身を4C ・■CT-食血札に2:)分感浸潰しrこ場かの

ｔ量は最初のl-t:の約4φ増？^)，rこが，卯t以上？浸潰しrこ場如J2・§以-i:二-滅とrs つに

試料の昶分合-|;l3凌有相こ比べて, 浸潰後(≒i戦少するふ喬少の比季ば最覆温良（

程釆しぐOしでヽ浸噴しr:ものとgotで・浸潰しr;ものでヽほれ分音量に装外・嘩。り)，rこ。食

虚名^は賊射の重量吏化が尺きい偽？，乾物重者一定当りに虎尊してみるとい0ヽ切身？(3

浸漬晨鬼が‘あいもﾀ虚尺,*い傾向がみられrcc゛，まぐう切身でヽヽま顕着でりか，u。

A 39 大根助口熱軟化＼'-. S､ぽ･す食塩の影響ト7 いT

広島大営枕教育 田　打　v笑　Ｍ

　目≪り　そ葦の加熱軟化U A ぼす食羞^影fに･いににれaて■ にいくつかの報告が'h ゐ

バ。肝祀看によつl報告以熹なゐx. It断り叫複象の記載力勁く, その機楕に閣t ゐ底求

にけい. いてずンアン訓a tんど‘含3. ない大根を用いて本研覧左行つtx.

　方次　各日り2 ～/ 月)採取k n欠載尺根を用い, 尺根'^ 申矢部ヵヽらI 。,ﾉ%ざの輪tv ク

教枚-k ･^ ')田っ割')にトこ%験試肴とI た。加熱衰･り兎イオン水ヒバ, ／, 2 , r %食塩

水? 用い。/?～がX V ii 0 ～/刀分関，I,政て･,J 0～即分間グラス鋼申て･･加熱(. r-..煮熟び)

途申て･･食塩を奉加１てそ刈斐乙･)表面と内剖り)教化いりχ-t 調べれ。硯さそ川也乙･物性値ほ

レオメーｙ一I- s;')測足I f-.。次に軟化の磯構を知^卜めけ々クテン(如?)。 VI氾O 巧阿

CSM-1 ) および同特大根より抽出,L たりナンバ冰加ｸ勺レを作製しその物性ぺぼ'l

なvt.添加ぴ)影？kt

銀海参に滝レ組堆内りt Iで心y-銀励存在場所を£逓^Cき顕微灘ぶより観軒しn.

　桔果　加私淑が?o°c μよで■(5明らかに2 % 食塩恥0> 方カリiイ１ン水ぷり兪紀り足｡£|八。

wo'c x"/s o.s～r %食塩末心農洩が大T･晒いい顕著I- 教化り足禽I U . え熟開粕伎<r～片

唐桟l--虻塩を添ｶD ( 吸i.%合いぇ作軟化が追んr<＼　に＼%合礼根片<?> 内部より1 拿)i)むV が

影耀を限く痩･r 瓦。CM吻屈琢淑-t軟化? 夜it. ＼.. (≪c£2瀋漱V'a 硬化するこi:かう蔵イオン

≪細胞間吟の郵み＼- 匁ヒレこ影^f を＆は-^iごA'^酋令いべゐ。消ペ?テ，ゼ ')ー?,物性に

おいt --)食^添りり恥嗜が認めうぺた。3 r-.電子獅働丸紅脊に.i り食*|L心細胞lt]ff-i--最

£l -r.い?>■i =が認めら昨X-- 。


